
⑬ ３年起業創造科・企画科『地域との協働による高等学校教育改革推進事業報告会』 
【開 催 日】 令和３年10月28日（木） 

【開 催 目 的】 事業最終年度となる「地域との協働による高等学校教育改革推進事

業」（文科省指定）の取り組みについて、コンソーシアム関係者等へ

事業経過及び成果を報告する。そして事業の目的である地域協働によ

る地域人材育成の重要性を伝える。 

【科   目】 起業創造科「課題研究」（３単位）・企画科「課題研究」（４単位） 

【報告会内容】 〇第１部（学校設定科目、課題研究による地域とつながる授業報告） 

◆起業創造科会場：企画科代表生徒が起業創造科の生徒に説明 

 ①地域協働事業説明・地域コーディネーター講話 

②企画科学科説明 

 ③授業説明（学校設定科目グローバルビジネス・課題研究） 

 ④私たちが創る京都の未来ワーク（起業創造科生徒） 

 ⑤質疑応答（来場者から企画科生徒に対して質問） 

◆企画科会場：起業創造科代表生徒が企画科の生徒に説明 

①起業創造科学科説明 

 ②授業説明（学校設定科目起業マネジメント・課題研究） 

 ③地域協働事業説明・地域コーディネーター講話 

 ④私たちが創る京都の未来ワーク（企画科生徒） 

 ⑤質疑応答（来場者から起業創造科の生徒に対して質問） 

〇第２部（パネルディスカッション） 

◆起業創造科・企画科２会場：学科長とパネリストによるスピーチ 

 ①自己紹介 

 ②学科コンセプト 

 ③学科コンセプトを受けてパネリストよりスピーチ 

 ④創りたい未来社会の共有 

 ⑤仕事のおもしろさ、働きがい 

 ⑥激変する社会を生きる 

 ⑦未来への挑戦 

 ⑧高校生に期待すること 

 ⑨代表生徒よりスピーチ 

 ⑩学科長より生徒へメッセージ 

【パネリスト・ゲスト来場者】 

 ○パネリスト 

京信人材バンク 矢野 凌祐 様、新田 廉 様 

 あしなが育英会京都連絡事務所 原子 壮太 様 

有限会社ワックジャパン 小川 美知 様 

 アシックス株式会社 荒井 孝雄 様 

 



〇ゲスト来場者 

 京都府教育委員会 村田 勝彦 様、永井 宏和 様、 

小西 良尚 様、谷口 智史 様、 

小野 茉佑子 様 

 学校運営協議委員 中嶋 直己 様、和田 登美子 様、 

濱田 いづみ 様 

 コンソーシアム会議委員 早崎 真魚 様、押領司 哲也 様、 

 地域協働学習実施支援員 三木 俊和 様 

 学科連携企業 伊藤 公平 様、千原 アトム 様 

 学科連携大学 京都文教大学 向井 幹昌 様、江崎 洋子 様 

        京都光華女子大学 高野 拓樹 様 

        大阪夕陽丘短期大学 西元 義貴 様 

 

【生徒報告書】～生徒の声～ 

〇所属学科の学び、学科再発見 

【起業創造科】 

・地域課題をじぶんごと化し向き合い、解

決するための新しい仕組みを創造する事

で、地域をより良くするためにはどうす

ればよいのかを考える学科。 

・興味がわいたことに対して、とことん探

究し、いろいろなことに失敗を恐れず挑

戦することの大切さを学べる。 

・地域の課題をビジネスのビジネス視点か

ら解決するために、その課題（問い）を

自分たちの手でつかみ、答えのない問い

と戦うのがこの学科の学びの特徴です。 

・地域課題に触れ、自分自身で考え、解決

のアイディアを発表することで、たくさ

んの人とつながることができ、そのつな

がりから生まれる新しい価値観に気づけ

る学科です。 

・答えのない問いに何度も出会い、ビジネ

スに関する知識の大切さを実感した。ビ

ジネスは本当に奥が深い。まだまだ知ら

ないことが多いのでもっと深く学びたい

と気づける学科。 

 

 

 

【企画科】 

・世界のことに興味を持つことで新しい考

え方が生まれ、相手の立場になって物事

を考えることの大切さを学べる学科。 

・社会課題に対して当事者意識を持ち、じ

ぶんごと化することから、さらに仲間を

巻き込んでみんなごと化へと変えること

で、自分自身が新しい考え方や多様な価

値観に気づける学びをする学科です。 

・京都の魅力を世界に発信するだけではな

く、世界のあらゆる諸課題、特に発展途

上国の社会的課題を解決するための企画

力が学べる。世界について考えること

で、自分の価値観が変わり、視野が広が

る。みんなを巻き込んで企画を考えるこ

とができる。 

・観光ビジネスが学べるだけでなく、発展

途上国の課題解決や海外の高校生との商

品開発を通じて、企画力を身につけるこ

とができる学科です。 

 



〇他学科に対しての新しい気づき、他学科理解 

【起業創造科から企画科へ】 

・企画科では世界を知り理解を深め、高校

生時代に世界に目を向け視野を広げる授

業があり驚きました。今は、グローバル

化が進行し海外との結びつきが強くなっ

ているのでこのような授業があるのは社

会に出た時の役立つと思いました。ま

た、起業創造科では学ばない「マーケテ

ィング」「メディアデザイン」の授業で

商品が売れる仕組みやデザインなども勉

強でき、消費者目線から考える授業があ

ることを知りすごいと思いました。 

・２つの学科では全く異なることを学んで

いると思っていたけれど課題解決型授業

の実施や未来を考えて次世代にどのよう

につなげていくかを考える授業が共通の

学びなのだと知れて企画科のことが身近

に感じられました。 

 

【企画科から起業創造科へ】 

・起業創造科は、地域の企業様とのつなが

りが強くお話を聞いたり訪問したりする

機会がたくさんある。実際に地域の商店

街に足を運んでその現状を自分たちの目

で見て感じたり、体験できる授業の中で

よりリアルな地域課題を知り、地域の未

来を考えることができたりする学科だと

理解できた。 

・起業創造科は、会計を専門的に学んでお

られるので企画科が企画、提案したアイ

ディアをお金の流れや利益などの視点が

加わった企画、提案にしてくれる学科だ

と思った。 

・それぞれの学科に課題研究があり９つの

ゼミが設置されています。そのゼミには

学科の学びの要素が入っていて、同じ名

前のゼミでも学ぶ中身はお互いに異なっ

ているので、学科の違いや特性がより明

確になりました。 

 

 

〇私が創りたい未来社会 

【起業創造科】 

・私は誰もが自分らしく生きていけるよう

な未来社会を創りたいです。３年間学ん

だことで、自分らしく生きることが日々

の生活の幸せや仕事のやりがいにもつな

がると知ったからです。この社会を実現

する為にも多くの異なるコミュニティー

に参加して、様々な人達とつながること

を実践していきたいです。理想の未来社

会を自らで創りたいです。 

・どんなことにでも興味を持ち現状に満足

せず、変えていくために挑戦することが

できる社会にしたい。これからの未来を

創っていくのは自分達だし、失敗しても

再挑戦ができる環境が大切だと思う。自

分自身が挑戦し続ける姿勢を示し続けた

【企画科】 

・知らない国に対して関心を持たないで終

わらず、まずは一人ひとりが関心を持つ

ことが大切だと考えます。現状を知り、

見て見ぬふりをしない社会になって欲し

いです。 

・私が創りたい未来社会は、他人の価値観

や尺度に振り回されず一人ひとりが自分

の考えが持ち、発言できる多様性のある

社会です。このような社会が実現できれ

ば、誰もが自由に世界を良くするアイデ

ィアを出し合えると思います。 

・結果よりもその過程を大切にする社会に

なって欲しいです。過程を大切にするこ

とで人々もより意欲的になるはずです。

それが大きな失敗であっても過程の中で



い。 

・一人でできることは小さく社会を動かす

力にはならない。しかし、少しずつ共感

者、応援者の力を増やすことができれ

ば、個人の力も 10倍、100倍になると思

う。他者と共有、共感、協力しやすい社

会を創っていきたい。 

・私は起業創造科に入り、地域に携わる学

習を行いました。今日のパネルディスカ

ッションの京信人材バンクの企業理念を

聞き、私も地域社会に携わる仕事がした

いという気持ちが強くなりました。新し

い世代に京都の歴史や文化をつなげてい

く環境づくりをしていきたいです。京都

のより良い所や魅力をつくる場づくりが

したいです。 

 

良かった所を認めることで失敗を成功の

材料として再び動き出す原動力になるは

ずです。そんな未来社会にしたいです。 

・私は自分の中に色んな”ものさし”を持

った人達であふれる社会を創りたいと思

います。人の”ものさし”を認め理解す

ることで視野が広くなり、否定的な意見

ばかり言うのではなく前向きに考えてい

くことができる社会になると考えるから

です。 

 

 

〇激変する社会の中で私の挑戦 

【起業創造科】 

・コロナ禍によりマスク越しに相手の顔を

直接見ることもできない社会を経験しま

した。変化は、このような目に見える所

だけではなく見えない所で余波のような

物があるのではないかと感じました。も

し、私がその余波を感じ取れるようにな

った時に新しい社会に対応できると思い

ます。今、私が感じ取れている変化は

「デジタル化社会」です。このデジタル

化社会の余波を敏感に感じ取れる人材に

なるためにこれからも学習を続けていき

たいです。 

・同じ場所に立ち止まっていてはこの社会

の変化に置いて行かれるので、自分自身

が変わるためにも多くに知識をインプッ

トする。全く知らなかったことや少し知

っていることでも深い知識を吸収してい

く。そして、身につけた知識を組み合わ

せて新しいアイディアに変えてアウトプ

ットしていく。インプット、アウトプッ

【企画科】 

・変化の時代だからこそ多くの経験を積ん

でいきたいです。得意でないこと、嫌い

なこと、取り組んだことがないことでも

やってみたら新しい発見があるかもしれ

ません。人間関係も同じことがいえるか

もしれません。このことを何時も頭に入

れながらこれからの社会でいろいろな経

験がしたいです。 

・常に考え動き続けます。そのためにたく

さんの知識を身につけます。手に入れた

情報を比較、検討し最適解を見つけるこ

とができるようになります。そして、

様々な人と関わる行動力が必要です。他

者の価値観を理解することは自らの考え

方を変えるだけでなく実践に移すことで

新しい力を身につけられます。そのよう

な力を持った人間でありたいです。 

・激変するということは、プラスになるこ

ともマイナスになることもあると思いま

すが、それに対応してカタチや方法を変



トの繰り返しが私の挑戦です。 

・時代の変化と共に価値観や働き方もどん

どん変化しています。このような時代の

中で色々なことに挑戦し、既存の価値観

や働き方、過去の当たり前を変えていく

ような人になりたい。 

・今は当たり前で価値のないものが、社会

の変化の中で価値あるものへと変わるか

もしれない。今は、何もできない私でも

激変する社会の中で何か価値を生み出せ

るかもしれない。新しい価値を生み出せ

るような人になりたい。 

 

えていく適応能力が必要です。私もどん

な場面でも従来のカタチや方法にとらわ

れることのない対応ができ、何が必要か

を見極められるようになりたいです。 

・この変化の中で日本がどのような国であ

り続けるのか？どのような魅力を発揮し

ていくのか？グローバル化の中で、海外

から様々なものを取り入れたと同じよう

に文化、習慣、価値観なども入ってき

た。日本にもともとあったものが何で、

どのように守り、どのように新しいもの

と融合させ形を変えていくのか？このこ

とを明確にしていくことがこれからの挑

戦だと思います。 

 

 

〇学科の学びを生かして、「住んでよし、訪れてよし」の京都を創るために私ができること 

【起業創造科】 

・高校生にしかない視点、高校生だから見

えてくる視界で社会問題を考え、それを

大人に発信していくことがスタートだと

思います。いくら高校生が考えたところ

で、高校生だけでできることは限られて

います。そのために周りの大人を巻き込

んで高校生と大人で私達の住む京都の未

来を一緒に創っていければと思います。

高校生にしかできないことを大切にして

いきたいです。 

・起業創造科の授業で、社会問題をじぶん

ごと化することの大切さを学びました。

地域の未来を創るには、一人ひとりが地

域について真剣に考え、地域の課題をじ

ぶんごと化し、主体的に行動することで

す。私たちが住む町だからこそ当事者意

識をもって解決を目指すことで誰もが暮

らしやすい町になると思います。 

 

【企画科】 

・その地域に住んでいる人が「住んでよ

し」になるために、何を求めているの

か、何に困っているのか。その地域に訪

れる人が「訪れてよし」になるために、

何を求めているのか、何が課題なのか。

一人ひとりがそれに向き合っていくこと

が重要であると「グローバルビジネス」

の授業で学んだ。その学びを活かして、

今の京都（住んでよし、訪れてよし）に

何が求められているのかを徹底的に耳を

傾けることが私たちにできることだと思

います。 

・今の京都の現状（観光客・地域住民の双

方が抱えている困りごとや改善すべきこ

と）を知る。それをできるだけたくさん

年代、地域の方に発信し意見を募る。同

時に、私達も他府県や外交の事例を参考

に解決の方法を探す。京都に住む私達や

地域住民、京都の外に住み観光客になり

うる人、双方をまき込み課題解決するき

っかけを創ることが重要である。 

 



〇学科の学びを生かして、「働いてよし」の京都を創るために私ができること 

【起業創造科】 

・私達は自分らしく働くための新しい働き

方（副業、兼業、社内起業）を学んでき

ました。従来の働き方に捉われず、自分

のライフスタイルに合った多様な働き方

ができる環境が整うことが「働いてよ

し」の京都になると思います。 

・誰もが働きやすい、働きたいと思う街と

は？そんな京都になることが理想です。

他の地域から人が集まり、街が賑やかに

なる、サービスが充実して街が活性化す

る。福祉も大切かもしれません。ではど

うすれば？そんな街を創造していきたい

です。 

 

【企画科】 

・言語の壁をなくし、同じ人間として対等

に接していけるようにオフィスをグロー

バル化する、日常生活で異文化に触れる

ことができる取り組みを提案します。ま

た、地域の方々とその地域の企業が密接

に関連したプロジェクトを実施すること

で地域の方々にも企業を理解してもら

い、働く人にもやりがい、働きがいを仕

事に持ってもらえるようにしたい。 

・会社に就職した際に、周辺地域の方々と

接する機会があると思うので、会社と企

業との横のつながりを大切にしていくこ

とが未来の京都にできることがと思いま

す。横のつながりから生まれる絆により

住んでいる人にも、働いている人にも

「よし」が生まれると思います。 

 

 

〇学科長からのメッセージを受けて感じたこと、考えたこと 

【起業創造科】 

・やりたいことがなかった中学生の自分

が、普通科ではなく、商業科に来たこと

自体が私のチャレンジだった。３年間で

本当に多くの経験をさせてもらって、と

っても成長した。その経験を終わらせる

のではなく、糧にしてこれからの経験と

成長につなげられるようにしていく。起

業創造科に入れて、１期生になれて本当

に良かったし、誇りに思う。 

・起業創造科１期生という言葉をとても誇

らしく思えました。残りわずかな高校生

活だからこそ、その瞬間でしか学べない

こと、経験できないことやっていきたい

と思います。特に、起業マネジメントの

授業は今後も学習していきたいもので

す。正直、まだ起業するとなったらリス

クや金銭のことを考えてしまいますが、

授業で習った地域を応援することができ

【企画科】 

・自分のものさしを増やす。他人の価値観

を認める。小川先生がいつも授業や講演

の時に言ってくださっていた。この３年

間の授業を通して新しい価値に出会うこ

と、考え方を増やすことができ、結果と

してものさしの数が増えたのではないか

と思います。残りの高校生活でもっとこ

のものさしを増やすことができたら良い

なと思います。そして、社会に出たとき

にこのものさしを生かすことができるよ

うにしたいです。 

・自分の中にものさしをつくる。固定概念

を壊す。海外に行って、自分の中の価値

観を再構築する。日本の中にいてもでき

ることをする。例えば、しゃべったこと

のない人に話しかける、先生に積極的に

話しかける。自分の今まで考えたことの

ない考え方に触れることで、新たな企画



ると学べたことは私のエネルギーになっ

ています。私が起業する時にはもっと子

供達に起マネのような新しい学習を学べ

る場を築き上げたいと思えました。 

・自分達から始まった起業創造科は、自分

自身もすべてが初めてのことだったの

で、不安を持ちながらも自分ができるこ

と、地域のためにできることは何かを考

えていた。本当に、いろいろな人とつな

がることができ、講演に来てもらうこと

で日本にはこんないろんな人もいるのか

と知ることができ、自分もそういったこ

とができる人になりたいと思えるように

なった。他校では絶対に学べないことを

学ばせてもらったと思った。 

 

 

 

 

 

が生まれ自分の視野を広げることができ

る。残りの高校生の期間でたくさんの話

しかけたことのない人と話すことが大

切。 

・固定的な概念や視野の狭い考え方を持っ

た人にはなりたくない。自分の意志を持

ち、自信を持って積極的に挑戦できる人

になりたい。その上で周りとの協調性を

持ち合わせながら成長していきたい。 

 

【成   果】 

 

 

〇地域との協働による高等学校教育改革推進事業の取り組みとして実

施した。商業科の改編と当時に本事業が始まり、３年間この取り組

みが、新学科の学びの推進力となるよう二人三脚で進行してきた。

生徒報告書から、生徒達には新学科である起業創造科と企画科の学

びの目的は十分に理解できたと考える。起業創造科では、「地域」

「地域課題発見」「地域企業とのつながり」など学びのキーワード

になる言葉が見受けられた。企画科でも、「世界」「途上国の課

題」「多様な価値観」が見受けられた。そして、共通の言葉として

「じぶんごと」「巻き込む力」「みんなごと」が見受けられ、本事

業のプロジェクトに対する理解もできていることが読み取れる。 

（生徒の変容のついての詳細は「４研究開発報告（３）研究開発によ

る生徒の変容の結果」参照） 

 



オ コンソーシアム会議の実施 

①  コンソーシアム会議構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記一覧の通り令和３年度（最終年度）コンソーシアム会議構成員が決定した。龍谷

大学深尾昌峰教授をはじめ初年度より構成員になっていただいている方々に３年間を通じ

て参画いただけたことは体制づくりとして大きな成果であり、地域とつながる授業の応援

の仕組みが整った。具体的には、龍谷大学、京都文教大学とつながる高大連携授業、地域

税理士の方による租税教室、京都市伏見青少年活動センター（京都市伏見区役所内）での

屋台出店などコンソーシアム構成員の方の協力による地域とつながる連携授業が実施でき

た。また、地域とつながる授業の実施には行政との連携が必要不可欠であり、行政からの

協力体制として、京都市伏見区役所と昨年度末に包括協定を締結し、学校と行政が協働し

て地域人材を育成する体制ができた。 

この事業を行う上で、高校と地域とを結び、地域課題などをリアルに生徒へ伝えるた

めにコンソーシアム体制の協力とともに、学校とコンソーシアムが育てたい生徒像を設

定・共有することが大切であった。そして、「何を学ぶのか」「どのように学ぶのか」の

高校側授業づくりと「誰と学ぶのか」「どのような環境で学ぶのか」の地域側環境づくり

を合わせたカリキュラム開発を行ってきた。 

氏名 機関名 役職

深尾　昌峰 龍谷大学 政策学部　教授（プロジェクトマネジメント）

三木　俊和 伏見いきいき市民活動センター センター長（地域協働活動ファシリテーター）

早崎　真魚 京都市伏見区役所 地域力推進室　企画課長（コミュニティ会議企画、運営）

押領司　哲也 京都文教大学 社会連携部フィールドリサーチオフィス課長（高大連携）

新見　和也 京都あおい税理士法人 代表社員（インターンシップ受け入れ、租税教室）

可児　卓馬 公益財団法人　京都地域創造基金 専務理事・事務局長（ＮＰＯ・資金調達コンサルタント）

米原　裕太郎 公益財団法人　京都市ユースサービス協会 総務担当ユースワーカー（社会貢献活動の調整、推進）

貴島　良介 京都府立京都すばる高等学校 校長（学校全体としての組織体制整備）・総括

村田　勝彦 京都府教育庁指導部高校教育課 課長(管理機関、本事業の総合調整)

松尾　哲郎 京都府教育庁指導部高校教育課 課長補佐兼係長（管理機関、本事業の総合調整)

小西　良尚 京都府教育庁指導部高校教育課 総括指導主事(管理機関、本事業の総合調整)

谷口　智史 京都府教育庁指導部高校教育課 指導主事(管理機関、本事業の総合調整)

北村　俊幸 本校・副校長 総括補佐（研究内容）・渉外

星川　俊一郎 本校・副校長 総括補佐（研究内容）・渉外

大槻　伊津子 本校・事務長 総括補佐（経費等）

樋口　海人 本校・主事 経費主担当

小寺　晶見 本校・教諭 商業科主任・全体調整担当・地域協働推進室

北川　博士 本校・教諭 地域協働推進室長

谷口　真里 本校・教諭 教務部長・教育課程担当

難波　昌樹 本校・教諭 生徒指導部長・ボランティアクラブ担当

牧﨑　高徳 本校・教諭 進路指導部長・高大連携担当

新開　正規 本校・教諭 専門教育部長・地域協働推進室・専門学科調整担当

小川　建治 本校・教諭 企画科長・地域協働推進室

河野　翔太 本校・教諭 起業創造科長・地域協働推進室

只川　徹 本校・主幹教諭 地域協働推進室

久保　芳行 本校・教諭 商業科・プロジェクトリーダー

井筒　学 本校・教諭 商業科・プロジェクトリーダー

﨑井　滉太 本校・教諭 商業科・プロジェクトリーダー

岩上　正明 本校・常勤講師 地域協働推進室補助業務・プロジェクト進行サポート

梅木　良輔 本校・常勤講師 地域協働推進室補助業務・プロジェクト進行サポート



 ② 第１回コンソーシアム会議 

【日 時】 令和３年７月１日（木）15時00分～17時00分 

【出席者】 コンソーシアム会議構成員・研究推進委員会構成員 

【内 容】 ○令和２年度 事業報告 

○３年目研究開発内容（授業実施計画）について 

○コンソーシアムによる応援体制の重要性（地域協働推進室） 

○コンソーシアムの持続可能な体制づくり（地域協働推進室） 

○２年目を終えて事業最終年度に期待すること（教育委員会） 

○新学科完成年度３年間の体系的、系統的な学びと今後の課題（学科長） 

○事業評価における生徒アンケート結果の分析 

○構成員の方より 今後の事業についてディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 第２回コンソーシアム会議（運営指導委員会との合同会議） 

【日 時】 令和４年３月18日（金）14時00分～17時00分 

【出席者】 コンソーシアム会議、研究推進委員会構成員（運営指導委員会構成員） 

【内 容】 ○令和３年度取り組み報告（成果と課題） 

○地域協働事業コンソーシアム体制と地域課題解決型授業について小ワー

クを実施 

○運営指導委員から３年間の取り組みについて評価および講評 

○コンソーシアム会議から３年間の取り組みについて講評および次年度以

降の事業継続に対して助言 

○京都府教育委員会から３年間の事業の評価および今後について 

○校長からコンソーシアム構成員の方へのお礼と今後について 

 

 

カ 運営指導委員会の実施 

 ① 運営指導委員会の構成員 

氏名 機関名 役職 

山本 ひとみ 京都市伏見区 区長（専門的見地からの指導、助言） 

榊田 隆之 京都信用金庫 理事長（専門的見地からの指導、助言） 



池田 武 

（委員長） 

京都府総合教育センター 教師力向上総括アドバイザー（専門的 

見地からの指導、助言） 

深尾 昌峰 龍谷大学 政策学部 教授（オブザーバー） 

行元 沙弥 特定非営利活動法人グロ

ーカル人材開発センター 

代表理事（オブザーバー） 

三木 俊和 伏見いきいき市民活動セ

ンター 

センター長（オブザーバー） 

  

② 第１回運営指導委員会 

【日 時】 令和３年７月１日（木）13時00分～14時30分 

【出席者】 運営指導委員・京都府教育委員会・校長・副校長・事務長・カリキュラム

開発等専門家・地域協働学習実施支援員・地域協働推進室担当者・学科長 

【内 容】 ○運営指導委員長（池田武様）の選出 

○令和２年度取り組み報告 

○地域協働学習実施支援員より事業報告 

○カリキュラム開発等専門家より事業報告 

○委員より事業実施に関する指導・助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 第２回運営指導委員会 （コンソーシアム会議との合同会議） 

【日 時】 令和４年３月18日（金）14時00分～17時00分 

【出席者】 運営指導委員・京都府教育委員会・校長・副校長・事務長・カリキュラム

開発等専門家・地域協働学習実施支援員・地域協働推進室担当者・学科長 

（コンソーシアム会議構成員） 

【内 容】 ○令和３年度取り組み報告（成果と課題） 

○地域協働事業コンソーシアム体制と地域課題解決型授業について小ワー

クを実施し、その後両ワークでの意見の共有 

○運営指導委員から３年間の取り組みについて評価および講評 

○コンソーシアム会議から３年間の取り組みについて講評および次年度以

降の事業継続に対して助言 

○京都府教育委員会から３年間の事業の評価および今後について 

○校長から３年間の事業のお礼と今後について 



キ 地域協働学習実施支援員による地域とのコーディネートの役割 

① 地域協働学習実施支援員の設置（事業１年目設置） 

伏見区内で、地域課題を地域の住民の方と一緒になって解決されている京都市伏見

いきいき市民活動センター三木俊和センター長に依頼し３年間コーディネーターとし

て参画いただけた。経験も豊富で地域からの信頼も厚く、教育現場での活動もされて

いる三木様に地域協働学習実施支援員として３年間も入っていただけたことにより多

くび企業の経営者や地域の方とつながる授業が実施できた。また、コンソーシアム会

議の構成員として、高校と地域とのコーディネーターとしての取り組みを会議で共有

することや運営指導委員会で事業報告などの役割も担っていただいた。 

 

② 地域協働学習実施支援員の役割 

  〇地域課題解決型授業の連携先支援など地域と高校をつなぐ 

  〇地域課題解決型授業における講演やファシリテーターとして授業の協力 

  〇地域課題解決型授業実施時の支援および授業後のサポート 

  〇連絡会議に参加し、地域協働推進室担当および各授業担当者との情報共有 

 

③ 地域協働学習実施支援員のコーディネート機能 

この事業の成果としてコンソーシアム体制の「地域協働学習実施支援員」によるコ

ーディネート機能の充実がある。初年度年間36回、２年目年間70回、３年目年間66回

の地域協働連絡会議を開催した。授業担当者と情報共有することで、地域とつながる

授業においてテーマに最適な地域や企業と連携ができた。教員個人のつながりでは難

しい、地域と協働した連携が可能となった。３年目の今年度は、年間を通じて地域課

題解決型授業にファシリテーターとして出席、サポートいただき、そして、コロナ感

染症の影響で生徒が地域に行くことができないときに、オンラインを活用して現地に

出向き取材等により地域とつないでいただけた。今後、このような地域と協働した取

り組みをする学校では、この「地域協働学習実施支援員」によるコーディネートと授

業のファシリテートの役割が重要である。また、このコーディネート機能を校内の先

生とつなげる役割の「地域協働推進室」担当教員の２者のつながりが今後の地域協働

の授業において必要不可欠な役割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ク カリキュラム開発等専門家によるカリキュラム開発 

① カリキュラム開発等専門家構成員 

氏名 機関名 役職 

深尾 昌峰 龍谷大学 政策学部 教授 

（プロジェクトマネジメント） 

行元 沙弥 特定非営利活動法人 

グローカル人材開発センター 

代表理事 

（カリキュラム開発アドバイザー） 

 

② 活動日程・活動内容 

【第１回カリキュラム開発等専門家会議】 

【日時】 令和３年５月24日（月）17時30分～19時30分 

【場所】 本校（オンライン） 

【内容】 学校設定科目を活用した地域協働カリキュラム開発について・起業創

造科「起業マネジメント」を活用した授業のゴールイメージの共有 

 

【第２回カリキュラム開発等専門家会議】 

【日時】 令和３年７月29日（木）13時～16時 

【場所】 QUESTION（京都信用金庫ビル） 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」を活用した具体的カリキュラム内容

について・外部企業と連携した「企業内起業」実習の実施について 

 

【第３回カリキュラム開発等専門家会議】 

【日時】 令和３年９月21日（火）11時～12時30分・22日（水）11時～13時30分 

【場所】 本校（オンライン） 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」授業実施（企業課題の現状共有およ

び課題解決の着眼サポート） 

 



【第４回カリキュラム開発等専門家会議】 

【日時】 令和３年10月13日（水）11時30分～13時00分・ 

15日（金）11時30分～15時00分 

【場所】 本校（オンライン） 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」授業（ショートピッチ外部講師・生

徒ワークサポート） 

 

【第５回カリキュラム開発等専門家会議】 

【日時】 令和３年11月10日（水）13時00分～16時00分 

【場所】 本校 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」最終発表について 

 

 ２年目より、特定非営利活動法人グローカル人材開発センター代表理事の行元沙弥様に

カリキュラム開発アドバイザーとして参画、学校設定科目等のカリキュラムの策定支援や

実施体制の構築を行っていただいている。３年目となり、地域課題発見解決型授業の企業

連携の企画・実施支援の体制ができつつある。今後、「社会に開かれた教育課程の実現」

には教員の内部の視点以外に「外部の専門家」としての視点が必要不可欠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 地域公共政策士資格養成に向けての取り組み 

この事業の研究開発目標の１つに「地域公共政策士（高校生版）」の養成がある。地

域公共政策士とは、「地域公共人材」の能力を保証する地域資格のことであり、社会的課

題を産官学民の連携のもとに解決するため、協働型社会にふさわしいアプローチで地域の

公共的活動や政策形成の主導及びコーディネートができる人材育成を目指している。龍谷

大学地域協働総合センターが代表校（平成24年度文部科学省「大学間連携共同教育推進事

業」に採択された「地域資格制度による組織的な大学地域連携の構築と教育の現代化」の

事業を京都府下の大学と連携している）であり、京都の９大学で地域公共政策士に必要な

単位取得が可能である。令和２年度に資格創設大学である龍谷大学が「学まち連携大学」

促進事業採択大学の認定を受け、事業内容の項目の１つに、地域公共政策士（高校生版）

の資格認定が入り、一般財団法人地域公共人材開発機構と龍谷大学と本校の三者で仕組み

を作る体制が整った。そして、今年度「ワーキングチーム」が立ち上がる予定であったが、

コロナ感染症の影響もあり議論が止まっている。残念ながら、３年間の指定事業内に資格

認定を開始することは出来なかった。今後、引き続き三者で議論を継続していきたい。 



（５）今後の課題と事業終了後の持続可能な仕組みづくり 

ア 今後の課題 

 「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」における地域課題解決型授業の設計

は、研究開発による生徒の変容を見ても明らかに有用性があることが分かる。このような

授業が実施できたのも充実したコンソーシアム体制があったからである。コンソーシアム

による協力体制、カリキュラム開発等専門家によるカリキュラム構築の支援、地域協働実

施支援員によるコーディネート機能が極めて重要である。 

特に、カリキュラム開発等専門家には、カリキュラム開発アドバイザーとして参画、

学校設定科目等のカリキュラムの策定支援や実施体制の構築を行っていただいた。今後、

「社会に開かれた教育課程の実現」には教員の内部の視点以外に「外部の専門家」として

の視点が必要不可欠である。また、地域協働学習実施支援員には、地域とつながる授業に

おいてテーマに最適な地域や企業と連携を行っていただいた。教員個人のつながりでは難

しい、地域と協働した連携が可能となった。今後、このような地域と協働した取り組みを

する学校では、この「地域協働学習実施支援員」によるコーディネートと授業のファシリ

テートの役割が重要である。また、このコーディネート機能を校内の先生とつなげる役割

の「地域協働推進室」担当者の教員の二者のつながりが今後の地域協働の授業において必

要不可欠な役割である。 

このように、次年度以降に本事業による成果を踏まえた授業を継続、発展させる上で

は、コンソーシアム体制の継続が大きな課題である。 

 

イ 事業終了後の持続可能な仕組みづくり 

 どうすればこの体制が事業終了後も持続可能となるのか。同じ規模で全く同じ体制を維

持することは不可能である。そこで、今年度より新たにスタートした「コミュニティスク

ール（学校運営協議会）」にその一部を移行し、機能を担っていただくことで体制が維持

できないかと考えている。この組織の構成員に、現コンソーシアム構成メンバーに参画い

ただき３年間の事業の成果や課題を共有し、協力体制の維持を計画する予定である。 

しかし、もっとも持続すべきは、「地域協働学習実施支援員」によるコーディネート

機能である。このことには、「府立高校の在り方ビジョン（仮称）」（魅力ある府立高校

づくり 地域・企業・高等教育機関との連携の強化 高校生と地域の架け橋となるコーディ

ネーターの配置）に地域コーディネーターの配置の重要性が明示されたので、地域コーデ

ィネーターの配置のための事業化を目指したい。次年度についての支援体制は、「スペシ

ャリストネットワーク京都」事業による外部講師として継続する予定である。 



５ 地域協働応援団よりメッセージ 

（１）地域協働学習実施支援員 

地域協働の完了年度を迎えて〜さらなる可能性～ 

有限責任事業組合 まちとしごと総合研究所 

三木 俊和 

 

 平成31年度（令和元年度）から地域協働学習実施支援員として、高校と地域の連携の

サポートに参画させていただき、早くも最終年度を迎えました。 

 

 当組織は京都の市民社会づくりに寄与してきた、NPO法人きょうとNPOセンターを前

身とし、地域づくり・仕事づくりをテーマに民間・市民による地域のためのシンクタンク

です。京都すばる高校も所在している京都市伏見区においては、京都市が設置する「京都

市伏見いきいき市民活動センター（以下伏見いきセン）」を運営し、豊かな地域社会づく

りのための市民の活動拠点となっています。伏見いきセンは多くの地域の方にイベントや

会議などの活動でご利用頂いていることはもとより、現在の活動についての悩みや課題を

共に解決するための相談対応や、協働で課題解決につなげる取り組みを行っています。特

色としては地域課題と向き合い解決のための知恵や行動をつなぐ、若者と地域相互の学び

あいの循環を「コミュニティ・ラーニング」と捉え、コンセプトに据えています。一例と

して平成23年より龍谷大学政策学部と連携協定を結び、地域の課題解決と人材育成を結

びつけていくRyu-SEI GAP（龍谷大学政策学部 グローカル・アクション・プログラム）

を展開し、プログラムを運営しています。京都すばる高校の地域協働事業に、伏見いきセ

ンも地域とのつなぎ手として、また地域協働学習実施支援員として、関わらせていただ

き、高校生と地域によるコミュニティ・ラーニングを応援しています。 

 

 さて、長引く新型コロナウィルスの影響は、最終年度となる本年度においても完全に終

息することはなく、授業づくりにおいてもwithコロナ体制の中での実施となりました。

しかし京都すばる高校においては、オンライン移行など感染症対策下での外部連携に早期

に対応する試行がなされていたこともあり、地域との連携やつながることを止めないこと

に加えて、各先生の授業において様々な工夫が行われていました。 

 

 一例としては、今年度より起業創造科、河野学科長の運営されるEゼミの運営に伴走さ

せていただき、運営に参画させていただきました。当初の計画では、ソーシャル・アント

レプレナーとして実践できるよう、向島の農家のみなさんとの連携などをベースとした地

域産品を活用したオリジナルの店舗出店を目指すということを検討していました。しかし

新型コロナウィルスの新たな変異株の流行もあり、地域のお祭りでの屋台出店などで試験

実施する計画が難しいものとなり、調理実習など授業内での調理が難しい中で、試作品の

検討も難しい状況となりました。 



 このような中で、2つの工夫が有効であったと思います。ひとつは地域で屋台での販売

などを行っている事業者の方にオンラインでアドバイスをいただく場を持つことや、屋台

出店場所を地域のユースセンターにご協力をいただき、独自の商品試作や販売実施を行う

ことができました。授業計画に変更があったとしても、地域のネットワークの中から複数

の候補にご相談を行い、「1分の1」の状況ではなく、生徒の学びの観点からも適した状

況を生み出すことができるような「選択」を先生が行うことができるという環境は、地域

と連携した授業づくりにおいて重要であり、高校立地エリアで活動展開をしているネット

ワークを活かすことができたのではないかと考えています。 

ふたつ目に、感染症対策として校外へ生徒が赴くことが難しい時期、オンラインでの

フィールドワークを実施することができた点があげられます。支援員が実際に現場から

ZOOMでつなぎ、現地を案内していただきながら、解説をしていただきました。生徒の

「◯◯をもう少し見せてください」という呼びかけに応じ、実際にそこに現地から足を運

ぶことは、ともすれば現地フィールドワークでは「現地の方の案内を聞いて、全体でつい

ていく」という受動的な態度ではなく、「見たい・知りたい」と感じたことを意識的に声

にだしカメラをそちらに向けてもらうことで、全体にも一人ひとりの気づきが共有され、

主体的なフィールドワークになったように思います。 

 このように、新型コロナウィルスへ対応に迫られて工夫したプラクティスを積み上げ、

それらをアフターコロナの教育活動にどう活かしていくかは、重要な議論であると考えて

います。特に、オンラインでのゲストスピークやフィールドワークは、ビデオなどの映像

教材と組み合わせ、さらにライブ感があり生きた授業を展開していくためには重要な観点

だと思います。特に実践度の高い授業を展開しようとされている京都すばる高校にとって

は、授業運営における大きな強みになると思います。 

 

 むすびに、3年間支援員活動をさせていただきました京都すばる高校の先生方、支えて

いただきました事務の皆様、地域協働推進室の北川先生、小川・河野両学科長に感謝申し

上げます。高校のコーディネーターはまず受け入れてもらうことにハードルがあると社会

的に言われている中で、そのような課題がまったく無く、仕事をさせて頂けました。本事

業3年間の成果が、京都すばる高校の新たなステージの礎となることを願っています。立

場を変えても、微力ながら京都すばる高校の応援団として力を尽くせればと思っていま

す。 



（２）コンソーシアム会議構成員の方々 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」によせて 

龍谷大学学長補佐 政策学部教授 

深尾 昌峰 

  

 2019 年度から取り組みが始まった「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」

が早くも最終年度を迎えることになりました。当初からこの事業に関わらせていただき、

京都すばる高校の教職員のみなさんと力を合わせて本事業の推進にあたらせて頂いた一人

としてすこしメッセージをしたためたいと思います。 

 

 この取り組みの前史としては京都すばる高校の学科再編の準備が契機となりました。

2019年に企画科と起業創造科を創設するにあたり、起業創造科の学科長をされることに

なる河野先生が2017年の10月から半年間私の元に長期研修にこられました。「カバン持

ち」をさせて欲しいと飛び込んでこられた当時の課題は「創造力とマネジメント力で地域

とつながる人材育成」を実現するためにどういった方策があるかをソーシャルセクターの

現場でヒントを見つけようというものだったと記憶しています。新学科のカリキュラム編

成や教育方法の開発など、河野先生には高い志と同時に、肩には大きなプレッシャーがか

かっていたことでしょう。様々なネットワークと現場の空気をたくさん吸って頂いた半年

間でした。 

 

 さて、現代は不確実性が高く、社会の構造が大きく変化し、地球温暖化対策は待ったな

しになるなど、これまでの社会のあり方を大きく見直す必要性に迫られています。これま

での社会的な成功体験が必ずしも通用しない社会が到来しているともいえます。特に日本

では人口減少社会というこれまで経験をしたことのないフェーズに入っています。 

 私は大学でもアントレプレナーシップを涵養する講座を担当していますが、学生たちに

常に伝えているメッセージがあります。それは、アントレプレナーシップはアントレプレ

ナーだけに必要なわけではなく、これからどのような職業に就こうとも必要になってくる

能力だと言っています。例えば、公務員などはこれから最もアントレプレナーシップをベ

ースにしたマインドや事業構想力が求められると思っています。これまでの公務員は前例

踏襲主義で決められたコトを決められた通りに業務を遂行することが求められてきた傾向

があります。しかし、社会の構造が大きく変化する中で、本当に地域社会を持続可能でそ

のに住む人々の暮らしを守ろうとするとイノベーションが必要になってきます。 

 その視点で考えると産業教育の重要性に気付かされます。戦後、そして高度経済成長を

経る中で高等教育においては「普通科」がメインストリームのように位置付き、大学進学

率の向上とともに相対的に産業教育の位置付けが下がってきたような気がします。自然や

環境と共存し、コトを起こせる人材が求められるこれからの社会において、かつAIやICT

の発達で働き方が大きく変化していく中で、産業教育全般が注目が再び集まる気がしてい

ます。ただ、懐古的な視点だけではその機会を生かすことができないとも思います。これ

からの時代の産業教育、その中でも「商業教育」のあり方をポジティブに考えていくと、

今回の京都すばる高校の挑戦や経験は大きな意味を持つように思います。 



 さて、高校生が実際の社会にでて、あるいは社会と繋がって学ぶ意味はどこにあるのか

を考えてみたいと思います。実際の社会は複雑で、さまざまな思惑やしがらみもあり、教

科書通りにいかない現実があります。ただ、問題を問題と感じる感受性がないと始まりま

せん。この問題を問題と感じる能力は、現状を肯定する発想しか持ち得ない受動的な生き

方では磨かれていきません。他者への興味そして立場を超えた想像力をベースに、現状に

疑問をもてるかどうか。若者は一旦その点を許容されるとかなり柔軟な発想をもち研ぎ澄

ませていきます。若い感受性に加えて、この現状を疑い、もっと別の方法論や在り方があ

るのではないかと思考する力がこれからを生き抜く若者には必須だと思うのです。地域社

会は往々にして「若さ」だけをもてはやします。地域に高校生や大学生がきてくれたら地

域が活性化したとか、若い人の斬新なアイデアが...などとよく言います。それは錯覚だ

と私は思うのです。ある意味で「若さの搾取」です。そういうことで満足するのではな

く、本質的に問題の構造を掘り下げ、オルタナティブを提示する力をいかに鍛えるかが重

要だと思っています。京都すばる高校の取り組みでは、その観点で非常に厳しいことも言

ってきました。先生方が現状に固執し枠組みを変えていく意思と覚悟がなければ教育改革

など困難だと偉そうなことも申し上げてきました。カリキュラム的にいえば、自由になる

幅が大学などと比べて非常に少ない中で、工夫と試行錯誤を繰り返し、厳しい要求によく

応えて頂いたと思います。地域協働推進室の北川先生、小川・河野両学科長をはじめとす

る先生方の努力に敬意を表したいと思います。 

 この３年間は新型コロナウイルスに翻弄された時間と重なり、教育現場では非常につら

く困難な局面でした。それは今も続き先生方のご苦労はいかほどばかりかと思います。た

だ、その中でたくさんの試行錯誤により新たな可能性や知見も得られたと思います。ICT

で物理的な空間を越えていけることは教育に大きな幅を与えてくれます。コロナ禍でもっ

と突き抜けていける余地や可能性を感じれる部分もありました。同時に「現場」や人との

直接的な関わり、生徒同士の密なコミュニケーションや葛藤などの重要性も痛感させられ

たことと思います。それらを両立させていくことも今後の課題だと思っています。 

 

 京都すばる高校の新学科の評価はまさにこれからです。真の意味では、卒業生を輩出

し、彼ら彼女たちが京都すばるでの学びの意味や価値を卒業後実感した時かもしれませ

ん。そういった意味では、益々厳しくなっていく受験動向に成果が反映されていくのには

少しの時間的なズレが発生すると思います。目の前の生徒の学びを充実させていく取り組

みを真摯に重ねていくことが何よりも大切です。ただ、同時に中学生の進路決定時に、京

都すばるの魅力や学びの価値を伝えていく不断の努力はこれからより重要になってくると

思います。それらの言語化の努力は怠らず、社会に対していかに京都すばる高校が生徒に

提供している学びの価値を伝えるか。こちらも大きな期待をしています。 

 この３年間で蓄積してきた様々な資源は今後の京都すばる高校にとって貴重な資源とな

ると確信しています。特に地域とつながりながら、互恵的に教育や地域の取り組みをすす

めていくスタイルはこれからの高校教育のモデルになると思っています。これからも連携

を深めていければと思っています。 



 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」によせて 

伏見区役所地域力推進室企画課長  

早﨑 真魚  

 

１ 自己紹介と京都すばる高校との関わり 

 私は令和３年４月に伏見区役所に異動してき、約１年が経とうとしています。業務とし

ては、伏見区全体のまちづくりの指針となる「伏見区基本計画」の推進や、市民しんぶん

伏見区版などの広報、また、まちづくり活動への補助金制度などを担当しています。 

さらに、伏見区独自のプロジェクトとして、全国唯一の内陸河川港湾である伏見港の

「みなとオアシス」への登録を契機に、「みなと」を活かした魅力発信・創造、経済活性

化・観光振興などを、地域、団体、事業者、京都府などと一体となりながら進めていま

す。 

 ただ、コロナ禍の中で、民間を含めて様々なイベントや取組が中止・延期を余儀なくさ

れたり、関係者同士が密なコミュニケーションでネットワークを形成するなどが難しかっ

たりと、伏見の持続可能な活性化に向けては、これからの展開が重要であると感じていま

す。 

 そして、伏見区役所と京都すばる高校とは、令和２年３月に、連携協力に関する協定を

結んでおり、様々な場面で相互にとってプラスとなる取組を進めていきたいと思ってお

り、私自身もコンソーシアム会議のメンバーとして、折に触れて京都すばる高校の取組に

関わっているところです。 

 

２ 地域との協働による授業について 

 今年度は直接的に一緒に関わって授業をつくってきたわけではないですが、様々な機会

に御報告を聞いていると、生徒の生きた学びのために、ここまで組み立てることができる

のかと率直に驚いています。高校生が実際の社会の中から学ぶこと、それをとことんまで

追い求めて、担当されている先生方や学校の想い、気迫が伝わってきます。 

 生徒の発表を聴いていても、自分たちなりに捉えた課題を踏まえ、それに対する解決策

が考えられているとともに、それを堂々と発表する姿に、将来の担い手としてとても心強

く感じ、授業に込められた想いやねらいはしっかりと伝わっていると思います。 

 そして、この授業に関わっている外部の方々は、お忙しい中、愛情をもって高校生と関

わり、その成長を心から願っている様子が感じられ、こうした外部からの応援団とのつな

がりが京都すばる高校にとっての一番の財産ではないかと思います。 

 

３ 今後に向けて 

 文部科学省の事業指定も今年までということで、充実した体制を組んで様々にチャレン

ジし、可能性を広げてきた３年間を総括して、来年度以降、何を継続して発展させていく

のか、という取捨選択のタイミングです。 

 そうした中、育てたい人物像を明確に設定し、３年間の中で、まずは地域の課題を自分

に引き付けて考える「じぶんごと化」、そして、その解決のため多様な主体を巻き込んで



いく「みんなごと化」と、段階を踏んでステップアップしていく組み立てはとてもよく考

えられていると思います。 

 この３年間を過ごした卒業生が、実社会の中でどんな担い手に育っていくのかも把握し

ながら、こうしたプログラムをより実効性あるものに磨きあげていただけると大変ありが

たいと思います。 

 

 行政の仕事も、複雑化、複合化する地域課題の中で、教科書的な回答はありません。ま

さに、京都すばる高校がやろうとしている、リアルな地域課題の掬い取り、地域・関係者

と協働しながら解決に向けた不断の取組を続けていく、そんな人材が求められています。

同僚として、また、地域での協働の相手として、京都すばる高校の卒業生と、現場で一緒

に仕事ができるのを楽しみにしています。 

 

 



 

「地域で育んだ人財が未来にイノベーションを巻き起こす」 

 

京都文教大学･短期大学 社会連携部 

フィールドリサーチオフィス（FRO） 課長  

押領司 哲也 

 

京都文教大学･短期大学の地域連携、社会連携の窓口として、FROは、地域のあらゆる

ステークホルダー（行政、経済団体、NPO、地域企業、各種団体、地域住民、高校、中

学校、小学校、幼稚園、保育園、子ども園など）と学生、教職員を繋ぐ役割を果たしてい

ます。また、学内においても、地域との橋渡し役として、地域志向教育や就職進路、入試

広報を担当する部署と協働して業務に取り組んでいます。 

 

京都すばる高校とは、学生のPBL（Project Based Learning）授業やすばるデパー

ト、教員の出前授業など、数々の連携をしてきました。本事業においては、3年生の「課

題研究」高大連携ゼミでの学生との交流や向島地区での地域連携活動などに取り組んでい

ます。また、事業外になるかもしれませんが、2021年度は2年生を対象とした地元企業

の事業所見学バスツアーに学生とともに関わらせていただきました。 

2021年度の高大連携ゼミでは、地域連携学生プロジェクト「KASANEO」と学生広報

チームが、1学期から2学期の前半にかけて、高校生との交流も含め、授業に取り組みま

した。ゼミ担当の北川先生とは、前年度の2月頃から打ち合わせを開始し、時には学生も

交えながら準備を進めてきましたが、緊急事態宣言が重なったこともあり、打ち合わせ、

計画をしては延期の繰り返しになりました。成果発表会もオンラインになったため、対面

できる機会は少なかったですが、それでも、双方に収穫があったと感じています。 

 

具体的には、「KASANEO」は、普段は本学に通う「宇治市高齢者アカデミー」の方々

を中心としたシニア層とファッションを通じた多世代交流に取り組んでいますが、今回の

連携ゼミでは「親御さんの思い出の衣服」について、課題提供しました。この課題を通じ

て、生徒の皆さんは親御さんの衣服に詰まった思いや感情、当時のできごとを知り、これ

までとは違った親の一面を垣間見て、自身のこれまで、そして、そこにかかわる周りの

方々の存在について、思いを巡らせる機会になりました。一方の学生も、シニア層とは違

った年代との交流を通じて、自分たちの活動の拡がり、可能性を感じることができ、衣服

を通じた高校生とその親御さんの新たなコミュニケーション機会を創出することにつなが

ったと思います。また、学生広報チームは、オープンキャンパスにおいて、京都文教大学

の魅力を発信していますが、同じように京都すばる高校の「魅力」の発信について、課題

提供しました。生徒の皆さんが、日常的に取り組んでいることをあらためて、「客観視」

「相対化」することで、他の高校にはない京都すばる高校の「魅力」に気づく機会になり

ました。学生にとっても、日々の活動をあらためて「言語化」して、高校生に伝えること

で、自身の活動の内省、ふりかえりの機会になったと思います。 

 



高校生が授業を通じて、地域の大人や社会人、学生と関わることで、自分たちを取り

巻く現実の生きた社会や世の中のこと、そして、自身のロールモデルとなる格好いい大人

や学生を知る、学ぶ機会になります。また、「内（教室での学び）」と「外（地域での学

び）」の「学び」の往還、教室でインプットしたことを地域や現場でアウトプットし、地

域や現場でインプットしたことを教室でアウトプット（ふりかえり、検証、内省）するこ

とにもつながります。授業の大半を占める「教科科目」と地域での学びが連動すること

で、授業間のヨコ連携、相乗効果、学びの深まりも期待されます。地域においても、域内

の「ヒト」が世代を超えて、域内の若者、次世代を育むことにつながってきます。 

 

本事業を通じて、地域の温もりとともに育った「若い人財」が、「じぶんごと」「み

んなごと」の視点を持って、社会で活躍し、未来を創造することを信じています。 



 

「帰納法」 

京都あおい税理士法人 

 税理士 新見 和也 

 

 京都府立京都すばる高校と税理士会伏見支部は、「租税教室」という企画からその関係

が始まり、今では税理士事務所との「インターンシップ」、確定申告書の作成授業等を通

じて高等学校教育現場に実務家としての視点をもって参画させていただいている。 

 今回、「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」に関わらせていただき、感じ

たことは、基礎としての高等学校教育カリキュラムを土台に、生徒の皆さんが地域社会の

課題である安心・安全・快適な社会生活を過ごすうえで問題となる地域社会の課題に気付

き、解決策を提案し、その実施を検討するというところにある。 

 この事業は、生徒自身・父兄・教職員といった学校関係者だけではなく、校外の地域住

民・行政をも巻き込んで考えるというユニークなもので、10代の高校生の視点には大人

にはない着想と発想力がどのグループの発表にも感じられるものである。 

 また同時に発信することの大切さについても気づきもあった。「どのようにしたら人に

伝わるのか。」高校生ならでは創意工夫を持った発表には、準備・プレゼンと各々が役割

を担い各班が思い思いの趣向を凝らしているのであった。 

 

 「演繹法」と「帰納法」がある。高等教育におけるカリキュラムは、「答えのある演繹

法的な教育」であるが、他方この教育改革推進事業は、「答えを探す帰納法的な教育」で

あると思う。自分たちが日常過ごしている地域社会の課題を見つけ、その解決策を高校生

の視点で求めるこの事業は、地域住民活動・ボランティア活動の視点を高等教育に取り入

れたものであると感じた。生徒のみなさんの発表を聞きながら、TVの特集番組にあるよ

うな諸外国の高校生が気候変動について活動している事例を思い起こしていた。この事業

の意義は、地域社会の一員としての10代の視点や声を発信するということでもあると思

う。そのように感じた。 

 

他方、今回の事業推進は、多くの時間をコロナ禍の影響を受け 所期の企画の実施に

様々な制約と困難があったはずである。担当された先生方の苦労は、これまで当該事業に

応募した他校にはない時間的、労力的な負担が様々あったはずであり、この事業が成功裏

に終えることができたのは、生徒たちの努力だけではなく、学校長をはじめとした教職員

先生方の成果でもあると思う。「最適な答えを生徒たちと一緒に探す」という当事業の推

進において、生徒たちに発想や着眼点、思考をプレゼンテーションという形に具現化する

という作業は、指導に当たられた先生方の適切な指導や助言、ご努力の賜物と考える。 

唯一無二の研究発表は、ユニークであり、考えさせられた。 

 



 

「京都すばる高校みんなごと化プロジェクト」によせて 

 公益財団法人京都市ユースサービス協会 

チーフユースワーカー 

 米原 裕太郎 

 

私の所属する公益財団法人京都市ユースサービス協会では「若者を子どもから大人へ

の移行期にいるすべての人と捉え、若者が権利主体として自己選択と決定が保障される自

由な活動な場を若者とともに形成し、若者及び若者と関わる大人やコミュニティ、社会シ

ステムに働きかける実践である。」というユースワークの定義のもと、京都市域で活動を

展開しています。具体的には市内7カ所の青少年活動センターを運営し、自主活動の場の

提供、様々な困りごと・悩みごとの相談対応や地域参加につながるボランティアプログラ

ムの実施など広く若者の支援を行っています。 

 

京都すばる高校とは2017年の秋に当協会と認定NPO法人日本ファンドレイジング協

会、公益財団法人京都地域創造基金の3団体で運営をしていた社会貢献教育プログラムを

授業で実施させていただいた頃からのお付き合いです。北川先生を始めとした熱意のある

先生方や、新しいことを必死に吸収しようと頑張る生徒たちの姿に驚きとうれしさを感じ

たことを覚えています。 

社会貢献教育という名前ですが、社会貢献「を」学ぶのではなく社会貢献「で」学ぶ

このプログラムは学校の中だけではなく、学外や地域、社会全体に目を向けて様々なフィ

ールドで活動しているNPOとの出会いが大きな要素となっています。 

2018年以降も引き続きプログラムを実施させていただいていましたが、新型コロナウ

イルスの影響もあり、当初のようなダイナミックな授業を我々から提供できていないこと

は気がかりです。しかし、2019年からの「京都すばる高校みんなごと化プロジェクト」

では多様な人・団体との出会いの機会が多く生まれていると聞いていますので、私たちが

大事にしてきたことが引き継がれていっていると思います。 

 

この3年間の京都すばる高校の取り組みを応援してまいりましたが、生徒が地域に目を

向け、そこにある課題の解決を考えるプロセスは生徒自身の成長に大きく寄与すると確信

しています。そんな営みを丁寧に生み出していただいた京都すばる高校の教員の皆様には

頭が下がります。そして積極的にチャレンジをしてきた生徒たちにも拍手をおくりたいで

す。 

コロナ禍の影響で授業展開が難しくなり、ニュース等でも「青春が奪われた」という

若者たちの声もよく聞きますが、だからこそこの3年間が彼らの将来に大きな影響を与え

ると思いますし、今後社会でどのような活躍をされるかが楽しみです。 

もちろんここがゴールではありません。むしろこの3年間を生かして来年度からどのよ

うな展開をしていくかが重要になります。これからも微力ながらお力添えしていければと

思います。 



 

「持続可能な地域のためのお金の流れを作る」 

公益財団法人京都地域創造基金 専務理事・事務局長 

 可児 卓馬 

 

私ども公益財団法人京都地域創造基金は社会の課題解決や地域の活性化などの「公益

活動を支援したい人々」と、「公益活動を推進する団体」等の双方の想いを具現し、資源

の仲介を行い、社会を構成するすべての主体が「公益を支える仕組み」を構築することに

より、持続可能で豊かな地域社会の創造と発展に寄与することを目的として事業を行なっ

ています。具体的には地域活動、公益活動のための資金仲介を中心に、その仕組みづくり

や調査研究、普及啓発事業に取り組んでいます。 

近年ではSDGsの広まりから、「公益を推進する団体」が多様になり、伝統的なボラン

ティア団体や非営利活動だけでなく、複数の企業体による公益活動や学生中心の活動に資

金を提供することが増えています。地域に根ざした様々な主体が地域の持続可能性のため

に行なう活動、それを資金面で支えています。 

また「公益活動を支援したい人々」も近年多様性が増しています。弊財団が創業した

2009年頃は寄付といえば篤志家や経済的に余裕のある一部の富裕層が行なうものと考え

られていました。しかしふるさと納税やクライドファンディングなど法制度や科学技術の

移り変わり、そして東日本大震災をはじめとする自然災害や近年のコロナ感染症拡大など

の状況から多くの人が寄付を行うことができ、また行なうような社会になっています。特

筆すべき変化としては相続財産の寄付や不動産の寄付など非常に大きな資金の流れが生ま

れ始めていることです。今後空き家などの不動産の地域での活用や地域に相続財産を遺す

活動が、「公益活動を支援したい人々」と、「公益活動を推進する団体」等の双方から求

められると考えています。 

 

 このような社会の変化の中、高校生が地域の持続可能性を高めるために、新たな地域の

資金の流れを生み出す活動に弊財団として関与してきました。過去には学生のための寄付

教育プログラムやNPOへの現場訪問、資金を集める活動を考えることをご一緒させてい

ただきました。 

 寄付やボランティア活動は多くの大人にとって「非日常」の行為だと言えます。しかし

京都すばる高校の生徒との関わりの中で、実生活の中で地域の持続可能性を高めるための

資金の流れを生み出すことが重要であることに気付かされました。日々の買い物、移動、

食事など、当たり前の暮らしの中で地域の持続可能性を高める行為は、営利/非営利や公/

私と言った区別を超えた行為でした。 

私たちと関わった学生は、地域に住む人とのコミュニケーションや協力の中で必要が

あればボランティア活動や奉仕活動に関与し、また必要であれば寄付を集めたり、寄付を

するための販売活動を行うなどの取り組みを行ないました。中には「寄付をするお金なん

かない」という学生もいましたが、商品開発や販売活動を通じて資金を生み出していまし

た。このような活動を通して学生は、与える側、与えられる側と言った区分ではなく、与

え、与えられるという豊かな関係を築いていたのではないかと考えています。 



 

 社会の状況は複雑に変化しています。人口減少や多死社会などは言うまでもなく、科学

技術の発展、地球環境の変化など様々な変化があります。そのような中で学校での生活や

学びも変化しながら社会とバランスを取る必要があるでしょう。学内で行われる伝統的な

教育・学習方法と同様に、学生が地域に出てそこに住む人と関わり地域社会の営みやその

流れを感じることは、学生にとって欠かせないでしょう。 

 また学生が地域社会と関わることは地域社会にとっても重要なことです。そこにいるは

ずの学生が家と学校だけの閉じた空間にしかいないのは、地域社会からしても豊かさを失

っています。学生が地域に出て、つながることが新たな関係性を生み出し、より豊かな地

域を作ると言えます。 

地域と関わる授業は学生と地域が混ざり合いのきっかけになるのではないかと期待して

います。 

 

 



６ 地域協働事業資料集 

 

（１）起業創造科「起業マネジメント」 

（２）企画科「グローバルビジネス」 

（３）課題研究レポート「ゼミレポ」 

（４）みんなごと化プロジェクト報告会 生徒用シート 
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２年起業マネジメント  分野別学習前半振り返り                           

１）前半の学びを終えて 

（        ）分野の学び 

学習内容： 

 

 

 

自己評価：（低）【 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 】（高） 

上記評価理由： 

 

２）学びの共有（グループワーク） 

グループワーク① メモ                

同じ学び分野の人の報告 

 

 

他の学び分野の人の報告 

 

 

 

 

グループワーク② メモ                

同じ学び分野の人の報告 

 

 

他の学び分野の人の報告 

 

 

 

 

２年（  ）組（  ）番 名前（             ） 

３）学びの共有（クラス全体報告） 

同じ学び分野の人の報告 

 

 

他の学び分野の人の報告 

 

 

４）学びのまとめ（前半の学びについて） 

 

 

 

 

５）学びのイメージ（後半の学びについて） 

 

 

６）自己振り返り（起業マネジメント以外も可） 

（１）頑張っている自分を褒めてやりましょう 

 

 

 

（２）少しさぼり気味の自分にアドバイスを（I've been lately slacking、、、） 

 

 

 

 



２年起業マネジメント  分野別学習後半振り返り                           

１）後半の学びを終えて（どのような内容だったか） 

（        ）分野の学び 

学習内容： 

 

 

 

自己評価：（低）【 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 】（高） 

上記評価理由： 

 

 

２）学びの共有（全体報告できればグループ（ペア）ワーク） 

①同じ分野を学んでいる人の報告メモ 

 

 

 

 

 

 

②他の分野を学んでいる人の報告メモ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２年（  ）組（  ）番 名前（             ） 

３）学びのまとめ（後半の学びから何を得たか、活かすか） 

 

 

 

 

４）分野別学習のまとめ（前半と後半を合わせて） 

 

 

 

 

 

５）自己振り返り（起業マネジメント以外も可） 

（１）頑張っている自分を褒めてやりましょう 

 

 

 

（２）少しさぼり気味の自分にアドバイスを（I've been lately slacking、、、） 

 

 

 

 



№
1

№
2

№
3



№
4

№
5

№
6

№
7



№
8

№
9

№
10

№
11



№
12

№
13

№
14



№
15

№
16

№
17

№
18



■起業マネジメント■マネジメント分野 ３年 組 番 名前 №

☆マネジメント分野 自己（相互）評価シート

～チームのために一歩踏み出し行動できるか～

（１）学びの前（１～２時間目） ※いずれか一つに○を記入する。

記入日： 月 日（ ） 限

（２）実習における貢献度及びルーブリック（３時間目）

記入日： 月 日（ ） 限

※自分以外のチームのメンバー（３～４名）を記入する。
貢献度１が高く、４が低い。

（３）４時間目以降の変化 ※毎時間終了後、いずれか一つに○を記入する。

（４）マネジメント分野を振り返って

※成長できたこと、これから見直すべきことは何か具体的に記入する。

貢献度 ルーブリック 番号 名前

１ レベル

２ レベル

３ レベル

４ レベル

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

一歩踏み出
す行動がで
きない

一歩踏み出
そうと行動
している

自らの創造
力で一歩踏
み出そうと
挑戦してい

る

自らの創造
力で一歩踏
み出そうと
行動ができ
る

既存の枠組
みにとらわ
れず、一歩
踏み出す行
動ができる

記入日 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限

19



№
20

№
21



№
22

№
23

№
24

№
25



№
26

№
27

№
28

№
29



■起業マネジメント■マネジメント分野 ３年 組 番 名前 №

☆マネジメント分野Ⅱ 自己評価シート

～マネジメント分野に関する知識を身に付け、それらを適切に活用できるか～

（１）学びの前（１～２時間目） ※いずれか一つに○を記入する。

記入日： 月 日（ ） 限

※３時間目以降、毎時間終了後、いずれか一つに○を記入する。

（２）３・４時間目以降の変化

（３）５時間目以降の変化

（４）マネジメント分野を振り返って

※ 成長できたこと、これから見直すべきことは何か具体的に記入する。

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

マネジメン
ト分野に関
する知識が
身に付いて
いない

マネジメン
ト分野に関
する知識を
５割程度身
に付けてい
る

マネジメン
ト分野に関
する知識を
７割程度身
に付けてい

る

マネジメン
ト分野に関
する知識を
身に付け、
他の知識が
相互に関連
することを
理解してい
る

マネジメン
ト分野を軸
に、他の知
識を関連付
けて活用で
きる

記入日 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限

30

記入日 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

月 日

（ ）

限

月 日

（ ）

限
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Global Business Ⅱ オリエンテーション 
 

１．担当者 

３年４組 ３年５組 ３年６組 

   

 

２．授業の概要・目標・教材 

キーワードは昨年度の GBⅠに引き続き、「じぶんごと化」と「みんなごと化」。 

【じぶんごと化：京都の観光ビジネスや途上国の社会課題に当事者意識を持つ】 

【みんなごと化：チーム作業を通じて、協働して成果を出す力をつける】 

上記２つに加え、２年間の GB の仕上げとして、進路につながるポートフォリオを作成する。 

→別紙「GB デザインシート」参照 

 

目標 教材・プロジェクト 

観光学の基礎を

身につける 

●「観光学基礎」（JTB 総研） 

p116-「第 7 章 様々な観光ビジネス ―宿泊産業」から 

p276-「第 14 章 観光と国際経済・社会・文化」まで 

・上記内容から、学科や科目の目標に合うものを選んで実施 

観光ビジネスに

関する英語力を

磨く 

●「おもてなしの基礎英語」（NHK） 

・Chapter4 Episode14 から（昨年度の続き） 

途上国の社会課

題解決ビジネス

を探究する 

●「DAC リスト」から各自が１か国を担当し、その国の情報を収集。SDGs に

関連する社会課題を解決するためのビジネスを探究し、「みんなごとにする

企画」を提案する 

・JICA 関西や JICA 京都デスクと連携し、研修員や協力隊員を招聘 

・NPO 法人グローカル人材開発センターと連携し、外部講師を招聘 

・ENAGEED（vol.6 -世界の未来をつくる）を活用 
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３．評価 

ルーブリック（別紙）による評価を行う。 

→授業中は、常に「この授業でいまどんな力をつけようとしているのか」（目標）を意識すること。 

そのほか、年２回の定期考査（１学期末・２学期末）、自己評価、相互評価、提出物、出席状況等により

評価する。 

 

４．毎時間の持ち物 

①教科書「観光学基礎」（JTB 総合研究所） →昨年度から継続使用。新学年組番号を書いておく。 

②ファイル →昨年度から継続使用。新学年組番号を書いておく。中身は抜いて家で保管する。 

※ノートは不要。 

 

５．実施教室 

毎時間、実習室で行う。早めの移動を心がけること。 

 

６．春休み課題（ポートフォリオ作成） 

とても的確に内容をまとめている人や、「こんな力がついたのでこう生かしたい」と具体的に書けて

いる人、自分に足りなかった部分を分析できている人など、「深いポートフォリオ」がたくさんありまし

た。 

今後、この内容を共有しながら授業を進めていきます。 

なお、未入力者が 4/11 の 18:00 時点で 7 人います。成績に悪影響があるのはもちろんですが、今

後の授業で自分が困ります。何よりも自分自身の振り返りと成長の機会を逃しているのがもったいない。

まだ入力できる状態にしてあるので、今日中に必ず済ませること。 

 

７．次回の予定 

・「学科ルーブリック」をもとに「じぶんルーブリック（３年生版）」を作成する 

・教科書「観光学基礎」後半の概要を把握する 

・ポートフォリオの内容を確認する 

・DAC リストを読み解く 

 

 

 

 

２年目を迎えた GB。今年度は、みなさんが日本初の「GBⅡ」の生徒です！ 
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「みんなごと化プロジェクト」オリエンテーション 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりの小さな「じぶんごと」が集まって「みんなごと」になり、それが社会を変える大きな

うねりに変わっていく。そのきっかけを作る人に、なろう。 

 

１年次「じぶんごと化プロジェクト」 

◆ サブサハラ地域のあしなが奨学生と向島の地域住民を結ぶ「向島まつり」の企画 

→２年次に、生徒実行委員が「オンラインクイズ大会」としてコロナ版で実践 

２年次「みんなごと化プロジェクト」 

◆ JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 

◆ 青年海外協力隊員による講演会 

◆ 40 億人のためのビジネスアイデアコンテスト 

  →代表班が、全国から７校が集まったオンライン審査会で発表 

３年次「みんなごと化プロジェクト」 

◆ 企画科版「世界会議」 

   DAC リストの中からひとり１か国を担当し、担当国・地域の社会課題を探究した上で、 

「みんなでなんとかするビジネス」を SDGs の視点から企画提案 

を企画提案。 
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０．「探究」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（学研ホームページより） 

 

 

１．DAC リストとは 

（キーワード：OECD、開発援助委員会、ODA） 
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２．担当国 

地域 国番号 国名 担当者番号 担当者 

Asia 

1 Bangladesh   

2 Bhutan   

3 Cambodia   

4 Lao People’s Democratic Republic   

5 Mongolia   

6 Myanmar   

7 Nepal   

Middle 

East 

8 Afghanistan   

9 Jordan   

10 Syrian Arab Republic   

11 Yemen   

Europe 
12 Bosnia and Herzegovina   

13 Uzbekistan   

Africa 

14 Botswana   

15 Ethiopia   

16 Gabon   

17 Mozambique   

18 Niger   

19 Sierra Leone   

20 South Africa   

21 Uganda   

Oceania 

22 Micronesia   

23 Papua New Guinea   

24 Tonga   

25 Tuvalu   

26 Vanuatu   

Latin 

America 

27 Bolivia   

28 Colombia   

29 Dominican Republic   

30 Ecuador   

31 Haiti   

32 Nicaragua   
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３．SDGs とは 

（キーワード：国連、2030 年、世界） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３年    組     番 名前                     
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課題設定・情報収集① 
 

  

 

「みんなごと化 PJ」で各自が設定する課題は、「担当国の誰かが、いま困っていること」です。 

遠く離れた国で、誰が、どんなことに困っているのか… 

何をどう調べていけば、その困りごとにたどり着くのでしょうか。 

              ↑不便・不満・不安・不足・不快・不自由・不条理など 

 

的確な課題を設定するには、的確な情報をたくさん集めることが大切です。 

まずは「情報収集」のプロになろう。 

 

１．「調べる」を究める 

（１）インターネット検索で、外国の情報を効率よく集めるコツは？ 

 

 

 

 

 

（２）インターネット検索で、外国の正確な情報を集めるコツは？ 

 

 

 

 

 

（３）ネット検索以外で、外国の情報を集める手段・方法は？（最低 10 個） 

①その国に行く（今は不可能） ⑪ 

② ⑫ 

③ ⑬ 

④ ⑭ 

⑤ ⑮ 

⑥ ⑯ 

⑦ ⑰ 

⑧ ⑱ 

⑨ ⑲ 

⑩ ⑳ 
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（４）収集した外国の情報は、どこに、どんな形で整理・保存する？（最低５個） 

 ※絶対的な正解はない。自分の普段の方法や、やってみたいアイデアなどを書く。 

①ノートやルーズリーフを使い、箇条書きや表にする 

②付箋に書いて手帳に貼り、いつでもグルーピングできるようにする 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

 

２．では、情報収集開始！ 

 上記１を実践してみよう。 

担当国： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（この続きは、各自の方法でどうぞ！） 

 

   ３年    組     番 名前                     
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情報収集② 
 

  

 

１．書籍から情報を集める 

 

インターネット上には膨大な量の情報がありますが、正確性・客観性・学術性・効率性などの観点

では、書籍からの情報収集が欠かせません。 

本日から６月 20 日（日）までの間に、担当国もしくは担当地域に関する書籍を１冊見つけて読み

ましょう。 

 

（１）書籍の見つけかた 

①学校の図書館に行く（司書の松本先生に相談する） 

②地域の図書館に行く（職員さんに相談する） 

③府立図書館に行く・府立図書館の WEB ページで探す（取り寄せもできます） 

④書店に行く・書店の WEB ページで探す（オンライン購入もできます） 

⑤その他 

 

（２）見つけた本 

書籍名： 

 

 

 

著者： 

 

出版社： 

 

出版年： 

 

 

 ※見つけた本を、以下の授業日に持参してください。確認をします。 

  なお、できるだけ他の人と同じ本は避けましょう。特に同じ担当国の人は、連絡を取り合って

別の本を探すとよいです。 

４組 ５組 ６組 

6 月 22 日（火）6 限 6 月 21 日（月）4 限 6 月 23 日（水）3 限 
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２．情報を整理する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３年    組     番 名前                     
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 みんなごと化プロジェクト「企画科版 世界会議」の準備 
 

 

これまで担当国について、本の紹介をしたり、「訪れたくなる資料」を期末テストで作成したりしな

がら、情報収集を進めてきました。 

いよいよ２学期からは、世界会議に向けてビジネスプランの作成に入ります。 

夏休みは、次の２つを心がけて過ごしましょう。 
 

 

●アンテナを高くはる。 

 →担当国をはじめとする、世界のニュース・情報を積極的に集める。 

  今日、この瞬間も、その国では何かが起こっているはずです。 
 

●問いを立てる。 

 →集めたニュース・情報を「ふ～ん」「へぇ～」で済まさない。 

「それはなぜ？」「〇〇と関係があるのでは？」と、疑問を持つ。 
 

 

この２つを続けながら、以下の情報を整理しましょう。 
 

１．担当国（英語または現地語）： 

２．担当国（日本語）： 

 

３．基本情報（人口・面積・首都・言語・宗教・気候・歴史・通貨・経済・産業などのうち、自分が

取り上げる社会課題と関連しているものを選んでまとめる） 
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４．担当国の社会課題（誰が、どんなことで困ったり苦しんだりしているか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．SDGs 番号： 目標： 

 

６．課題解決に向かうビジネスプラン 

（５W２H をベースに現時点での案を記入する。図解可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年   組    番 名前                        

→２学期最初のGB授業で提出 
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「世界会議」概要 
 

１．「世界会議」について 

（１）DAC リストから１人１か国「担当国」を決める 

（２）担当国について探究する 

（３）担当国の社会課題を SDGs と関連付ける 

（４）（３）を解決するビジネスを企画する 

（５）企画書を作成し、発表する 

（６）クラス内で「代表企画」を決める 

（７）代表企画に対し、自分ができること・みんなでできることを考える 

（８）ゲストを招いて「世界会議」を開き、（７）を発表・共有する 

   招聘予定：JICA 職員、社会起業家、京都外国語大学 国際貢献学部教授・大学生 

 

２．スケジュール 

回 ４組 ５組 ６組 内容 

1 9/3(金)2 限 
9/3(金)6 限 

9/1(水)3 限 説明、企画書作成① 

2 7(火)6 限 3(金)1 限 企画書作成② 

3 10(金)2 限 6(月)2 限 
8(水)3 限・ 

10(金)1 限 
企画書作成③ 

4 14(火)6 限 10(金)6 限 15(水)3 限 企画書完成 

5 17(金)2 限 13(月)2 限 17(金)1 限 代表企画選考会（地域ごと） 

6 21(火)6 限 17(金)6 限 22(水)3 限 代表企画選考会（クラス全体） 

7 24(金)2 限 24(金)6 限 24(金)1 限 代表企画のみんなごと化 

8 28(火)6 限 27(月)4 限 29(水)3 限 世界会議リハーサル 

9 10/1(金)2 限 10/1(金)3 限 10/1(金)1 限 世界会議 

 

３．企画書について 

（１）形式  PowerPoint（フォーマットあり） 

（２）提出  上記スケジュールの「４回目」授業日の 18:00（データ保存のみ。印刷不要） 

（３）ポイント（選考基準） 

①必要性・社会性 社会で（誰かにとって）本当に必要な企画か 

②協働性・当事者性 「じぶんごと」「みんなごと」にできる仕掛けがあるか 

③独創性・優位性 オリジナリティや既存のビジネスとの違いがあるか 

④実現可能性・収益性 ビジネスとして成立・実現可能か（お金が回る仕組みがあるか） 

⑤正確性・綿密性 正確なデータや根拠があり、細部にまでこだわっているか 

 

済 
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「世界会議」選考会 
 

各自のビジネスプラン（ソーシャルコンセプト・ソーシャルインパクトを含む）を発表し、地域ご

と→クラスごとの２段階で、クラス代表企画を選出します。 

 

１．選考会スケジュール 

 グループ A：アジア・中東  B：ヨーロッパ・アフリカ  C：大洋州・中南米 

内容 ４組 ５組 ６組 

代表企画選考会 

（地域ごと） 

17(金)2 限 13(月)4 限 17(金)1 限 

A 

プログ 

松尾 

B 

ネット 

久保 

C 

マーケ講 

小川 

国 1-16 

情シス 

橋井 

国 17-32 

ネット 

小川 

A 

プログ 

土橋 

B 

ネット 

新開 

C 

情総 

小川 

代表企画選考会 

（クラス全体） 
21(火)6 限 17(金)6 限 22(水)3 限 

代表企画の 

みんなごと化 
24(金)2 限 24(金)6 限 24(金)1 限 

世界会議 

リハーサル 
28(火)6 限 27(月)4 限 29(水)3 限 

世界会議 10/1(金)2 限 10/1(金)3 限 10/1(金)1 限 

 

 

２．発表について 

（１）１人あたり１分 30 秒～２分で発表する。 

（２）発表時間が短いので、ソーシャルコンセプト・ビジネスプラン・ソーシャルインパクトを中心に、

内容を絞って発表する。 

 

３．選考基準 

（１）ソーシャルコンセプトが明確か 

（２）ソーシャルインパクトに妥当性があるか 

（３）以下の５つの基準を満たしているか 

①必要性・社会性 社会で（誰かにとって）本当に必要な企画か 

②協働性・当事者性 「じぶんごと」「みんなごと」にできる仕掛けがあるか 

③独創性・優位性 オリジナリティや既存のビジネスとの違いがあるか 

④実現可能性・収益性 ビジネスとして成立・実現可能か（お金が回る仕組みがあるか） 

⑤正確性・綿密性 正確なデータや根拠があり、細部にまでこだわっているか 

 

 

「家庭基礎」と入替 
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「世界会議」に向けて ※テスト明け最初の GB 授業で提出 

 

 

     ３年   組   番 名前                     

 

２年生の後半から取り組んできた「みんなごと化プロジェクト」は、いよいよ集大成の「世界会議」を

迎えます。 

世界会議ではクラス代表（１名）の企画が提案されますが、これを「他の誰かの企画」と捉えてはいけ

ません。この企画、この社会課題、この国の人々に対して、自分は（自分たちは）何ができるのか･･･ 

それを考え、話し合うのがこの会議です。 

これまで企画科で身につけた知識・力・姿勢を総動員して臨みましょう。 

 

１．日時 

 2021 年 10 月 1 日（金） 

 １限：６組  ２限：４組  ３限：５組（６限と入替） 

 

２．会場 

 視聴覚教室 

 ※当日はチャイムが鳴るまでに、授業内で指示した座席に着席しておく 

 

３．講師 

・JICA（国際協力機構）京都デスク 国際協力推進員 畑中 遥 様 

・京都外国語大学 国際貢献学部 教授 野﨑 俊一 様 

・ビジネスレザーファクトリー株式会社 代表取締役社長 原口 瑛子 様 

 

４．会議のスケジュール 

時間 内容 

10 分 講師の方々の自己紹介 

5 分 ビジネスプランの発表（クラス代表生徒） 

10 分 講師の方々からの質問・コメントなど 

10 分 代表生徒以外から講師の方々への質問 

10 分 「自分（自分たち）ができること」の発表 

 

５．注意事項 

（１）当日までに「自分（自分たち）ができること」のプリント（別紙）に記入しておく。 

（２）当日はこの資料と別紙プリントを持参する。 

（３）挨拶、うなずき、メモ、リアクションなど、社会人になったつもりで行動する。 

（４）質問を必ずする。（会議中に発言しないことは、その場にいないことと同じです） 

   質問の種類：①あらかじめ考えておく質問 

②当日、ビジネスプランや講師の方のお話を聞いて生まれる質問 

③当日、他のメンバーの質問から派生する質問 

（５）会議中は「自分ならどうするか・自分が貢献できることは何か・みんなでできることはないか」

を常に考える。 

（６）この資料はテスト明けの授業で提出する。 
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６．準備欄 

 講師の方のプロフィール、代表生徒の担当国や社会課題、質問等 

 

※実際のプリントは２ページ分のスペースあり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．会議中メモ・会議後整理欄 

 会議中はなるべく顔を上げ、話し合いに参加する。メモは最低限（覚えておきたい言葉など）にする。 

 会議後（当日中）にそのメモを整理し、あとから見返しても分かる状態にする。 

 

※実際のプリントは１ページ分のスペースあり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





【注意】①新学科完成年度にあたりみなさんの３年間の取り組み内容や成長した姿を報告する会です。

②３年間の各学科取り組みで“つながった”企業、大学の関係する方が出席されます。

全てのシーンで「ポジティブな反応・あいづちを打つ・反応は大げさ」にお願いします。

③学科の学びと社会との繋がり、自分自身のキャリア、将来の理想像を常に意識して聴くこと。

３年 組 番 名前

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」

みんなごと化プロジェクト報告会



みんなごと化プロジェクト報告会 ～私たちが未来を創る！～ ① 

１ 地域との協働による高等学校教育改革推進事業 

この事業は、令和元年度より文部科学省から本校が指定校に認定され、スタートしまし

た。この事業の目的は、高校生が学びの場を高校から飛び出して、地域社会のステージの

中で地域の方々と一緒になって学び、そして地域社会を知り、地域の課題をビジネスの視

点で解決する仕組みを学ぶことにあります。身のまわりの社会課題に対して当事者意識を

持って「じぶんごと化」すること、そこからクラス、学年、学科、学校そして社会全体を

巻き込み「みんなごと化」する事が出来る、京都の未来を支える人材を育成するための事

業です。３年間の取り組みの中で、成長したみなさんが今日は主役です。 

 今回は、この事業の報告会を実施します。この報告会が残りの高校生活の新たな気付き

やさらに成長するきっかけになって欲しいと思っています。 

以下が京都すばる高校のみんなごと化のイメージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 当日の流れ①：10月28日（木） 

時間 内容 備考 

１１：５５ 

（４限開始） 

１２：４５ 

起業創造科 実習棟3教室へ 

企画科   実習棟３教室へ 

その後、ゼミ長等は会場準備、リハーサル 

 

昼食 清掃なしで種智院へ移動（13:25予鈴移動開始） 徒歩 

１３：４５ 

 

１３：５０ 

種智院大学入室完了 

204号企画科会場 306号起業創造科会場 

諸注意 その後ゲスト入場（14:00目安） 

ゼミ長代表４F

講師控え室へ

お迎え 

１４：００ 

１５：００ 

第1部 地域協働報告会開始 

           終了 

 

 休憩  

１５：１５ 

１６：０５ 

第2部 パネルディスカッション開始 

               終了 

 

 休憩  

１６：１５ 

１６：３５ 

第3部 振り返り開始（シート記入） 

        終了 学校へ移動開始 

16:40 

７限終了 

３ 当日の流れ② 

（１）4限目について（１１：５５～） 

 ①入室する部屋 

 ・起業創造科 多目的実習室    ：Eゼミ・Lゼミ・Vゼミの３ゼミが入室 

情報総合実習室   ：Aゼミ・Fゼミ・Jゼミの３ゼミが入室 

マーケティング実習室：Uゼミ・Iゼミ・Cゼミの３ゼミが入室 

 ・企画科 プレゼンテーション実習室：Gゼミ・Tゼミ・Pゼミの３ゼミが入室 

アプリケーション実習室 ：Sゼミ・Mゼミ・Dゼミの３ゼミが入室 

マルチメディア実習室  ：Jゼミ・Uゼミ・Cゼミの３ゼミが入室 

 ②4限目準備すること 

 ・第1部報告会準備 ・第2部パネルディスカッション準備 

 ・ゼミ長は会場準備およびリハーサル 【P１】 



みんなごと化プロジェクト報告会 ～私たちが未来を創る！～ ② 

（２）第1部 地域協働報告会の流れ 

 【 起業創造科会場 】（306号 企画科ゼミ長より企画科の説明） 

・ 時間  １４：００～１５：００（60分） 

・ 内容  地域協働事業説明・地域コーディネーター（三木さん講話） 

     学科紹介 

     授業紹介①（企画科学校設定科目グローバルビジネス） 

     授業紹介②（課題研究） 

     私たちが創る京都の未来～未来を語る～（起業創造科生徒） 

     質疑応答（企画科の取り組みについてゲストから質問） 

 

  【 企画科会場 】（204号 起業創造科ゼミ長より起業創造科の説明） 

・ 時間  １４：００～１５：００（60分） 

・ 内容  学科紹介 

     授業紹介①（起業創造科学校設定科目起業マネジメント） 

     授業紹介②（課題研究） 

     地域協働事業説明・地域コーディネーター（三木さん講話） 

     私たちが創る京都の未来～未来を語る～（企画科生徒） 

     質疑応答（起業創造科の取り組みについてゲストから質問） 

（３）第２部 パネルディスカッションの流れ： 両学科共通 

・ 時間  １５：１５～１６：０５（50分） 

・ 内容   

  自己紹介                （企業の方から） 

  学科コンセプトの発信          （学科長） 

  学科コンセプトを実社会で実践されている方（企業） 

     仕事の内容 経営方針 本校との関係 

  私が創りたい未来社会          （企業・学科長） 

   目指すべき社会の未来像の共有 

  仕事のおもしろさ、やりがい       （企業） 

  激変する社会              （企業・学科長） 

 未来への挑戦              （企業） 

  みなさんに期待すること         （企業の方から） 

  生徒より（ゼミ代表よりパネルディスカッションを聞いて） 

  学科長より学科生徒へのメッセージ    （学科長） 

 

（４）起業創造科 起業マネジメントグラフィックレコーディング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）企画科 グローバルビジネスグラフィックレコーディング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【P２】 



みんなごと化プロジェクト報告会 ～私たちが未来を創る！～ ③ 

４ 事前準備ワーク（４限目に記入） 

（１）「起業マネジメント」「グローバルビジネス」（前ページグラレコ参照）について 

学びの内容 

 

 

 

授業の魅力 

 

 

授業の成果 

 

 

（２）課題研究（１８ゼミ）について 

所属しているゼミ：                担当の先生 

研究の内容 

 

 

 

ゼミの魅力 

 

 

授業の成果 

 

 

 

 

（３）学科について 

所属している学科：                 

各学科のコンセプトをみなさんの言葉で表現してください 

「起業家精神で地域社会をデザインする」「企画力で京都と世界をつなぐ」 

 

 

 

学科の学び 

 

 

学科の魅力 

 

 

（４）つながり発見（ゼミレポより） 

起業マネジメント・グローバルビジネス・課題研究の学びの中で気づいたつながり 

日常生活・実社会・学びの専門性・仕事や職業・自分の将来等とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 
【P３】 



みんなごと化プロジェクト報告会 ～私たちが未来を創る！～ ④ 

（５）第1部：地域協働報告会準備 各ゼミより1名（ゼミ長以外）発表します 

私たちが創る京都の未来～未来を語る～ 前ページの各学科の学びを受けて 

① 学科で学んだことを生かし、「住んでよし」「訪れてよし」の京都を創る 

ために私（私たち）ができることは 

 

 

 

 

 

です。 

② 学科で学んだことを生かし、「働いてよし」の京都を創るために私（私たち） 

ができることは？ 

 

 

 

 

です。 

学科への質問 

 

 

 

 

 

５ 第1部：地域協働報告会について（５限目） 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 第２部：パネルディスカッション（６限目） 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【P４】 



みんなごと化プロジェクト報告会 ～私たちが未来を創る！～ ⑤ 

７ 本日の振り返り 

（１）第１部地域協働報告会を聴いて 

新しい気づき・感じたこと・「え～○○学科ではこんな取り組みをしてるんだ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第２部パネルディスカッションを聴いて学科再発見 

① 学科の学び（コンセプト） 

 

 

 

② 連携先（    ）担当者（    ）からのお話しの感想 

 

 

 

 

 

 

③ 私が創りたい未来社会（企業・学科長の話を受けて） 

 

 

 

 

 

 

④ 激変する社会で私の挑戦（企業・学科長の話を受けて） 

 

 

 

 

 

 

⑤ 学科長の先生のメッセージを受けて 

 

 

 

 

 

 

 

 【P５】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度指定 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」  

（プロフェッショナル型） 

令和３年度 研究実施報告書【第３年次】 

2022年３月18日発行 

京都府立京都すばる高等学校  

〒612-8156 京都市伏見区向島西定請120 

TEL 075-621-4788 FAX 075-621-9048 

http://www.kyoto-be.ne.jp/subaru-hs/mt/ 

 

（地域協働ロゴデザイン：三宅正太）  
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